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●●評価のポイント●●

DATE
●●事例の概要●●
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▶国勢調査人口（単位：人）
市町村名 昭和35年 昭和55年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年
長門市 62,866 50,892 43,473 41,127 38,349 35,439

▶人口増減率（単位：％）
市町村名 H27/S35 H27/S55 H27/H12 H27/H17 H27/H22
長門市 -43.6 -30.4 -18.5 -13.8 -7.6

▶高齢者・若年者比率（H27 年）（単位：％）
市町村名 高齢者比率 若年者比率
長門市 39.7 10.0

団体名▶特定非営利活動法人　ゆうゆうグリーン俵山
所在地▶〒759-4211　山口県長門市俵山4497番地　里山ステーション俵山内
連絡先▶TEL：0837-29-5070　FAX：0837-29-5071
	 E-mail：u-u-green@hot-cha.tv 

URL:http://tawarayama.jp/
【交通のご案内】
自動車▶中国自動車道　美祢ＩＣから30分
鉄　道▶JR新山口駅から車で１時間
飛行機▶山口宇部空港から車で１時間20分

俵山温泉を中心に 10 の農村集落が取り囲む長門市俵山
地域では、「特定非営利活動法人　ゆうゆうグリーン俵山」
が中心となり、「俵山地区発展促進協議会」や自治会といっ
た地域団体や住民との強い連携の下で、地域が直面する
様々な課題の解決に積極的に取り組んでいる。

「ゆうゆうグリーン俵山」は、里山ステーション俵山や
俵山スパスタジアムの指定管理、空き旅館を活用したお試
し暮らしの宿などの運営を行いながら、里山ステーション
俵山を拠点に、農業などの産業振興、集落間の交通空白地
の運送事業などのネットワークの強化、都市部の大学生を
受け入れて俵山の産業体験を行う「地域づくりインターン
事業」などに取り組み、都市農村交流活動を通じた移住定
住の促進を図るなど、実に多種多様な活動で地域活性化に
取り組んでいる。

地域おこし協力隊は、「ゆうゆうグリーン俵山」に預けら
れる形が取られ、地域ぐるみで受け入れて独立や定住を支

援するため、地域おこし協力隊員の多くが任期後も地域に
残り、起業するなどして地域活性の一翼を担っている。

また、食肉処理販売所「俵山猪鹿工房　想」が仕掛ける
「長門ジビエ」は、農作物への甚大な被害を与える猪鹿を食
肉に加工することで有効活用しようと始まったもので、研
究熱心な代表者の下、地元のデザイナーによるラベル作り
や、女性たちによるレシピ開発のほか、地域おこし協力隊
員が革製品への加工などに取り組んでおり、今後、俵山の
地域ブランドとなっていくことが大いに期待できる。農作
物の鳥獣被害から、猪鹿の食肉加工の取組を行っている地
域は全国的にも多い。ぜひ魅力的な加工品や料理を作り出
し、ジビエ先進地として俵山地区がモデルケースとなるこ
とに期待したい。

俵山は、住民一人一人が地域の未来に責任を持とうとす
る意識が強く、「住みたくなるまち」を目指した協働の取組
は、他地域の優良な手本になると高く評価したい。

かつて俵山地域には多くの湯治客が訪れていたが、利用客の減少に伴い
地域の活力が低下し、人口の流出も続いていたところであり、地域の活力
を取り戻すためには、住民自らが地域に誇りと愛着を持ち、住み続けたい
と思えるまちづくりが必要とされてきた。

こうした状況の中、俵山地域としてまちづくりを主体的に行うため、「特
定非営利活動法人ゆうゆうグリーン俵山」を設立した。

具体的には、地域資源である俵山温泉を有効に活用し、グリーンツーリ
ズムの推進やお試し暮らしの宿（ゆうゆうの宿）の運営、公共交通空白地
の有償運送などの取組を展開する中で、都市農村交流活動や移住定住の動
きが活発化し、新たな活力の創出につながっている。

また、近年では、地域外からの研修や視察も増加しており、大学生の地
域づくりインターン事業や地域おこし協力隊の活動等を通じて、新たな地
域資源の発見や活動拡大に向けたモチベーション向上のほか、地域コミュ
ニティの再構築にも繋がっている。

できる時に、できる人が、できるだけ！　
～地域住民が楽しく、誇りを持って住み続けたいと思える地域に～
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移住希望者が、中長期的に宿泊するための施
設である「ゆうゆうの宿」の運営を行うなど、
地域への移住・定住の促進に積極的に取り組
んでいる。

地域おこし協力隊は、地域ぐるみで受け入れて
おり、コーヒーショップの起業や任期終了後の
定着に繋がっている。

バス停が存在する基幹的集落から、周辺集落
にある高齢者の自宅を連絡する公共交通空白
地有償運送事業に取り組んでいる。

NPO 法人が管理する「俵山スパスタジアム」では、
ラグビーワールドカップ 2019 のキャンプ地招致が
計画されている。

俵山地域は、古くから湯治客が多く訪れる地域であり、温泉をはじめとする地域資源を活用した体験交流活動が盛んに行われている。

全国過疎地域
自立促進連盟
会長賞


